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伝
奇
漫
録
小
孜

Jll 

本

衛

邦

中
国
で
は
、
六
朝
時
代
に
行
わ
れ
た
志
怪
小
説
の
手
法
を
継
ぎ
、
唐
代
に
盛
ん
と
な
っ
た
、
古
文
を
用
い
て
珍
ら
し
い
話
を
伝
え
よ
う
と
す
る
短
篇
小
説
を

伝
奇
と
称
す
る
。
こ
う
し
た
小
説
は
宋
代
か
ら
元
代
に
か
け
て
、一
時
す
た
れ
て
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、明
初
に
再
び
流
行
の
気
運
に
乗
っ
て
、
甚

だ
世
に
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
永
楽
年
間
に
は
塵
宗
吉
の
「
勢
燈
新
話
」
や
、
李
禎
の
「
勢
燈
余
話
」
が
あ
り
、
ま
た
万
暦
年
間
に
は
部
景
震
の

「
覚
燈
因
話
」
な
ど
が
出
て
、
こ
れ
ら
が
、
日
本
の
近
世
文
学
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
明

代
に
お
け
る
中
国
の
伝
奇
が
、一
方
向
じ
漢
文
化
国
で
あ
る
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
、
ど
の
よ
う
に
浸
潤
し
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
文
学
に
特
に

関
心
の
あ
る
人
な
ら
ず
と
も
強
ち
興
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

五
代
の
乱
世
に
乗
じ
て
、

一
千
年
に
及
ぶ
中
国
の
政
治
的
支
配
を
覆
し
、
独
立
の
王
朝
国
家
を
創
め
た
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
、
文
学
活
動
の
一
つ
の
大

き
な
潮
流
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
の
文
字
に
よ
る
詩
文
の
創
作
で
あ
る
。
そ
れ
が
頓
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
李
朝
以
後
で
あ
る
が
、

陳
朝
を
経
て
、
梨
朝
に
至
る
と
、
そ
れ
は
益
と
隆
盛
の
気
運
を
迎
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
陳
朝
仁
宗
以
後
は
、
新
た
に
勃
興
し
た
民
族
語
に
よ
る
文
学
活

-375ー



動
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
国
音
詩
（
国
語
詩
、
ま
た
は
韓
律
）
の
流
行
が
あ
り
、
ま
た
梨
朝
か
ら
阪
朝
に
か
け
て
は
、
と
り
わ
け
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
、
六
人
体

ま
た
は
双
七
体
と
称
せ
ら
れ
る
詩
法
を
も
っ
た
、
字
楠
に
よ
る
長
篇
の
韻
文
が
、
こ
の
国
の
民
族
文
学
と
し
て
、
他
の
大
き
な
流
れ
を
形
成
し
た
と
も
い
え
る

が
、
少
く
と
も
漢
詩
文
の
創
作
は
、
禁
宮
の
内
外
を
問
わ
ず
廷
臣
、
官
人
た
ち
の
聞
に
、
そ
の
教
養
知
性
を
具
体
的
に
示
す
、
唯
一
の
学
問
芸
術
と
し
て
、
院

朝
の
中
期
ま
で
も
っ
と
も
尊
ば
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
うQ

そ
う
し
た
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
中
国
文
字
に
よ
る
文
学
の
歴
史
を
顧
み
て
、
そ
こ
に
伝
奇
と
い
う
べ
き
性
格
の
作
品
を
求
め
る
な
ら
ば
、
漢
詩
集
の
数
の

多
さ
に
較
べ
て
、
ま
ず
そ
れ
が
数
の
上
で
実
に
稀
で
あ
る
こ
と
を
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
く
と
も
李
済
川
の
「
越
旬
幽
霊
集
」
と
陳
世
法
の
「
嶺
南
掠
怪
伝
」

が
、
伝
奇
と
い
う
の
に
は
、
と
も
に
あ
る
意
味
で
条
件
を
欠
く
こ
と
か
ら
こ
れ
を
除
け
ば
、
あ
と
は
恐
ら
く
十
六
世
紀
中
葉
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
、
玩
興

の
「
伝
奇
漫
録
」
と
、
十
八
世
紀
の
「
征
婦
吟
曲
」
の
演
音
者
と
知
ら
れ
る
紅
震
段
夫
人
の
「
伝
奇
新
譜
」
、
及
び
玩
演
斉
の
「
伝
聞
新
録
」
を
、
そ
の
主
な
も

の
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
十
九
世
紀
の
著
名
な
学
者
で
、
「
歴
朝
憲
章
類
士
山
」
四
十
九
巻
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、

-376-

潜
輝
注
の
指
適
す
る
よ
う
に
、
「
伝
奇
新
譜
」
と
「
伝
聞
新
録
」
が
、
と
も
に
「
伝
奇
漫
録
」
の
単
な
る
模
倣
作
品
に
出
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
は

直
接
に
明
代
の
伝
奇
の
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
た
と
目
さ
れ
る
作
品
は
「
伝
奇
漫
録
」
四
巻
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
否
む
し
ろ
、
そ
れ
は
明
代
に

お
け
る
伝
奇
の
流
行
の
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
影
響
の
明
ら
か
な
唯
一
の
例
だ
と
さ
え
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

「
伝
奇
漫
録
」
に
つ
い
て
は
、
夙
に
故
奥
野
信
太
郎
教
授
に
「
安
南
文
学
の
一
例
と
し
て
み
た
る
伝
奇
漫
録
」
（
中
国
文
学
通
巻
六
七
号
）
と
題
す
る
鋭
い
批

評
的
論
文
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
恐
ら
く
、
日
本
に
お
い
て
グ
エ
ト
ナ
ム
の
文
学
作
品
を
論
じ
た
極
く
数
の
少
い
論
文
の
、
最
も
夙
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
以
下
に
再
び
先
生
の
論
文
を
読
み
か
え
し
な
が
ら
、
昌
一
か
詳
し
く
、
具
体
的
に
こ
の
作
品
に
対
す
る
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
伝
奇
漫
録
」
四
巻
が
書
か
れ
た
年
代
は
正
確
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
若
干
の
手
が
か
り
か
ら
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、



少
く
と
も
、
そ
れ
は
繋
朝
、
憲
宗
の
景
統
年
間
以
後
、
或
い
は
莫
朝
成
立
以
後
の
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
開

H
H
H
Fの
g
u
R
仏
0
5

氏
の

E
E
5
m
g℃
E
O
K
Fロ
S

目
立
。
に
よ
れ
ば
、
二
十
篇
の
短
篇
を
集
め
た
こ
の
伝
奇
小
説
集
は
、
製
朝
景
興
二
十
四
年
（
一
七
六
三
）
に
柳
瞳
社
の
庇
碧
の

家
刻
本
を
重
刊
し
た
「
新
編
伝
奇
漫
録
増
補
解
音
集
註
」
と
題
す
る
坊
刻
本
、
い
わ
ゆ
る
「
柳
瞳
社
庇
碧
家
重
刊
本
」
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の

(1
>

ご
と
く
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
こ
の
重
刊
本
に
附
さ
れ
た
景
興
二
十
四
年
春
月
穀
日
の
日
附
の
あ
る
序
文
に
よ
っ
て
、
我
々
は
作
者
な
ら
び
に
、
作
品
の
成
立

年
代
に
つ
い
て
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
手
が
か
り
を
得
る
よ
う
で
あ
る
。

但
し
「
伝
奇
漫
録
」
の
出
刊
本
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ
と
に
加
え
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
新
編
伝
奇
漫
録
増
補
解

音
集
註
」
の
「
新
編
」
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
意
義
が
さ
だ
か
で
な
い
が
、
こ
の
文
字
は
恐
ら
く
玩
碧
の
家
刻
本
よ
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ

る
。
「
増
補
解
音
集
註
」
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
玩
碧
本
に
至
る
ま
で
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
註
を
増
補
し
た
と
の
意
味
と
解
さ
れ
る
が
、
「
重
刊
本
」
を
直
接
に

見
る
限
り
で
は
、
こ
れ
は
字
暗
に
よ
る
ヴ
エ
ト
ナ
ム
語
の
解
注
を
主
と
し
、
ほ
か
に
漢
字
に
よ
る
字
義
の
解
釈
や
字
音
の
解
明
を
行
う
の
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
も
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
字
輔
の
用
法
か
ら
い
っ
て
、
漢
字
の
註
は
十
六
世
紀
当
時
か
ら
入
っ
て
い
て
、
後
に
玩
碧
の
家
刻
本
に
至
っ
て
は
じ
め
て
宇
崎
に

よ
る
註
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
断
定
は
で
き
な
い
。
「
伝
奇
漫
録
」
の
流
存
本
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
の
自
官
三
。
ロ

σ

氏
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の
調
査
の
ほ
か
、
松
本
信
広
教
授
の
「
河
内
仏
国
極
東
学
院
所
蔵
安
南
本
書
目
」
に
、
「
新
編
伝
奇
漫
録
」
と
題
す
る
も
の
が
、

及
二
三
五
十
む
も
ま
た
同
じ
く
松
本
教
授
の
「
越
南
王
室
所
蔵
安
南
本
書
目
」
に
は
、
「
新
書
院
守
冊

二
本
録
さ
れ
（
一
O
二
一
、

奇
漫
録
」
（
弐
本
印
）
、
ま
た
「
緊
窒
書
院
総
目
冊
」
の
史
部
に
「
伝
奇
漫
録
」
（
壱
部
韓
本
国
書
」
の
部
の
ご
中
陸
植
以
下
、
国
書
庫
」
に
「
伝

<3
)

印
本
）
が
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
山
本
達
郎
教
授
の
「
河
内
仏

(4
>

国
極
東
学
院
所
蔵
安
南
本
追
加
目
録
」
のA
部
に
も
「
伝
奇
漫
録
一
本
」
三
二
六
五
）
と
「
新
編
伝
奇
漫
録
」
（
三
二
O
一
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
書
名
の
み

で
、
出
刊
の
時
代
が
不
明
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
岩
井
大
慧
氏
の
「
永
田
安
吉
氏
蒐
集
安
南
本
目
録
」
に
は
、
「
旧
編
伝
奇
漫
録

(5
>

類
庵
会
本
二
冊
」
が
見
え
、
こ
れ
に
は
、
永
盛
九
年
の
刊
年
が
記
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
旧
編
」
と
い
う
文
字
も
ま
た
如
何
な
る
意
義
を
示
す
か
が
、
詳

四
巻

察
院
興
著
院
立
夫
編

ら
か
で
な
い
が
、
永
盛
九
年
は
さ
き
の
重
刊
本
が
坊
刻
さ
れ
た
景
興
二
十
四
年
よ
り
、
五
十
年
の
前
に
当
り
、
仮
に
院
碧
の
家
刻
本
が
、
こ
の
半
世
紀
の
聞
に

刻
さ
れ
た
と
な
る
と
、
「
新
」
「
旧
」
の
意
味
に
も
何
ら
か
の
結
論
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ
断
定
の
段
階
で
は
な
い
と
し
て
お
く
。



奥
野
教
授
は
、
家
刻
原
本
を
見
な
い
限
り

L

決
定
的
な
説
を
な
す
こ
と
は
、
当
然
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
や
は
り
さ
き
の
「
院
碧
家
重

刊
本
」
の
序
に
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
「
伝
奇
漫
録
」
の
著
書
の
片
鱗
を
わ
ず
か
に
知
り
得
る
と
さ
れ
、
著
者
院
興
に
つ
い
て
は
「
洪
徳
二
十
七
年

の
進
士
、
朔
擦
の
長
子
で
あ
る
と
い
う
以
外
、
そ
の
為
人
に
つ
い
て
は
何
等
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
が
、
全
く
の
と
こ
ろ
、
こ
の
作
品
の

作
者
に
つ
い
て
は
、
単
に
こ
れ
を
何
時
書
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
不
明
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
生
没
の
年
代
、
生
前
の
業
績
に
つ
い
て
も
、
こ
の
序
文
の
書
く

と
こ
ろ
以
外
に
、
詳
し
く
述
べ
た
も
の
が
殆
ど
な
い
に
等
し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
坊
刻
本
の
序
文
の
一
部
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
作
者
自
身
に
つ
い
て
は

「
其
録
乃
洪
州
之
嘉
福
入
院
興
所
著
。
公
前
朝
進
士
朔
擦
之
長
子
也
。
少
幼
子
学
博
覧
彊
記
。
欲
以
文
章
世
其
家
。
出
号
領
卿
薦
累
中
会
試
場
。
宰
干
清
泉
県

才
得
一
稔
。
辞
邑
養
母
以
全
孝
道
足
不
踏
城
市
」

と
あ
り
、
ま
た
そ
の
父
に
つ
い
て
は

「
朔
標
乃
海
陽
洪
州
嘉
福
杜
松
、
今
杜
林
之
人
。
於
洪
徳
二
十
七
年
丙
辰
科
同
進
士
至
尚
書
承
使
。
今
把
為
上
等
神
」

-378-

と
書
い
て
い
る
。

こ
の
僅
か
な
記
事
か
ら
、
「
伝
奇
漫
録
」
の
作
者
院
興
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
短
篇
小
説
集
を
何
時
完
成
し
た
か
な
ど
の
こ
と
を
割
り
出
す

の
は
容
易
で
は
な
い
し
、
な
お
こ
の
記
事
に
も
い
く
つ
か
の
疑
問
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
手
許
の
資
料
に
よ
っ
て
、
若
干
の

こ
と
を
、
少
く
と
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

作
者
院
興
の
父
、
抗
朔
擦
が
洪
徳
二
十
七
年
丙
辰
科
の
第
三
甲
進
士
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
大
越
史
記
全
書
」
〈
梨
紀
四
、
聖
宗
下
〉
の
丙
辰
二
十

七
年
の
次
の
と
こ
ろ
に
関
連
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
二
十
六
日
。
進
諸
士
人
。
入
金
饗
殿
庭
。
上
親
書
其
容
貌
。
定
取
三
十
人
。
二
十
七
日
。
帝
御
正
殿
。
唱
名
。
賜
厳
襲
、
玩
助
、
丁
謹
三
名
進
士
及
第
。

丁
酌
等
八
名
進
士
出
身
。
院
道
演
等
十
九
名
同
進
士
出
身
。
」

ま
た
次
の
記
事
が
こ
の
あ
と
に
見
え
る
。



「
十
二
月
初
六
日
。
立
洪
徳
二
十
七
年
丙
辰
科
進
士
題
碑
」

梨
聖
宗
は
、
繋
朝
歴
代
の
皇
帝
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
中
国
の
学
問
文
事
に
関
心
が
篤
く
、
洪
徳
十
五
年
八
月
に
、
太
宗
大
宝
三
年
壬
戊
科
以
後
の
進
士
の

(6
>

名
を
碑
に
刻
し
、
以
後
新
し
い
進
士
を
採
る
毎
に
、
そ
の
名
を
刻
し
た
碑
を
建
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
序
文
の
記
述
が
正
確
な
ら
ば
院
朔
擦
は
当
然
丙
辰
科

の
題
碑
に
、
名
を
刻
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
梨
朝
歴
科
進
士
題
名
碑
記
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
索
め
る
と
、
「
洪
徳
二
十
七
年
丙
辰
科
進
士
題
名
碑
記
」
に
、
厳
瑳
他
二
名
の
第
一
甲
三
名
賜
進
士
及

第
の
名
、
及
び
第
二
甲
七
名
賜
進
士
出
身
の
名
に
続
い
て
、
第
三
甲
十
九
名
賜
同
進
士
出
身
の
十
九
名
の
中
の
九
番
目
に
そ
の
名
が
見
え
、
長
津
県
杜
松
の
出

(7
>

身
と
記
し
て
あ
る
。

さ
ら
に
「
大
越
歴
朝
登
科
録
」
を
み
る
と
、
「
院
朔
擦
は
長
津
杜
松
の
人
で
、
官
は
承
政
使
ま
で
盆
り
、
尚
書
を
贈
ら
れ
、
死
後
福
神
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
子

(8
>

は
ロ
ロ
、
伝
奇
漫
録
を
著
わ
す
」
と
出
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
院
興
の
父
に
つ
い
て
知
り
得
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
「
院
碧
家
重
刊
本
」
の
序
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
大
差
が
な
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但
し
、
序
文
に
あ
る
「
至
尚
書
承
使
」
は
、
進
士
合
格
時
の
序
列
か
ら
い
っ
て
、
「
大
越
歴
朝
登
科
録
」
の
記
事
に
い
う
よ
う
に
、
承
政
使
に
至
り
、
尚

書
を
贈
官
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
な
る
べ
し
と
思
わ
れ
る
。承
政
使
は
、
察
聖
宗
が
光
順
年
間
に
、
梨
初
以
来
各
道
に
置
か
れ
て
い
た
行
遣
を
宣
政
使
司

(9
>

官
職
志
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
け
っ
し
て
低

と
改
め
、
間
も
な
く
こ
れ
を
こ
の
名
に
改
め
た
も
の
で
、
そ
れ
は
潜
輝
注
の
「
歴
朝
憲
章
類
志

い
地
位
で
は
な
い
か
ら
、
尚
書
の
贈
官
は
あ
り
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
序
文
の
記
述
で
気
に
な
る
の
は
、
そ
の
出
身
地
に
つ
い
て
の
異
同
で
あ
る
。
こ
れ
も
と
く
に
重
要
な
事
柄
で
は
な
い
が
、
序
文
を
信
濃
す
る
か
否
か
と

い
う
問
題
に
連
る
か
ら
、
調
べ
て
お
く
。
問
題
は
「
重
刊
本
」
の
海
陽
洪
州
嘉
福
杜
松

H

杜
林
が
、
題
名
碑
記
で
は
、
長
津
県
杜
松
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
、
長
津
県
は
、
洪
徳
年
間
に
聖
宗
が
、
国
内
を
十
二
の
承
宣
に
分
け
た
時
の
海
陽
承
宣
内
の
県
名
で
あ
り
、
「
洪
徳
版
図
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
海
陽
承

ハ
叩
〉

宣
四
府
十
八
県
の
、
四
府
の
一
、
下
洪
府
四
県
の
な
か
に
あ
る
嘉
福
県
の
旧
名
で
あ
り
、
嘉
福
の
名
に
な
っ
た
の
は
、
洪
徳
年
間
で
、
さ
ら
に
後
に
嘉
禄
と
改

め
ら
れ
た
と
い
う
。
現
行
の
注
釈
書
な
ど
に
、
院
興
の
出
身
地
が
嘉
禄
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。



院
朔
標
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
以
上
の
こ
と
し
か
判
ら
ぬ
。
筆
者
が
知
り
た
い
の
は
、
院
倫
明
の
生
年
、
或
い
は
彼
が
「
伝
奇
漫
録
」
を
書
い
た
年
代
で

あ
っ
て
、
洪
徳
二
十
七
年
に
朔
擦
が
何
歳
で
あ
っ
た
か
が
判
明
す
る
と
些
か
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
た
が
、
以
上
の
資
料
で
は
、
と
い
う
よ
り
も
現
在

で
は
、
既
に
こ
の
こ
と
は
容
易
に
求
め
得
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
少
く
と
も
庇
興
が
、
こ
の
短
篇
小
説
集
を
書
い
た
の
は
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
作
者
自
身
が
致
仕
の
後
で
、
而
も
そ
の
時
は
朔
擦
が
死
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が
朔
擦
が
進
士
と
な
っ
た
翌
年
に
聖
宗
が
崩
御

一
概
に
本
書
の
成
立
を
十
六
世
紀
初
頭
と
い
う
こ
と
も
官
険
と
い
う
に
近
い
。
筆
者
は
こ

れ
を
莫
登
庸
の
纂
奪
以
後
、
む
し
ろ
十
六
世
紀
中
葉
に
擬
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以
下
に
玩
興
自
身
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
述
べ
て

し
て
、
憲
宗
の
世
と
な
っ
た
景
統
年
間
と
考
え
る
こ
と
も
難
し
く
、

み
よ
う
。

「
伝
奇
漫
録
」
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
実
は
最
も
重
要
な
こ
と
が
疑
問
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
著
者
の
名
で
あ
る
。
筆
者

が
借
覧
し
て
い
る
、
「
庇
碧
家
重
刊
本
」
は
そ
の
分
が
本
の
破
損
を
補
綴
し
て
手
写
に
な
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
「
興
」
と
な
っ
て
居
り
、
こ
れ
は
「
永
田

安
吉
氏
蒐
集
安
南
本
」
の
中
の
「
旧
編
伝
奇
漫
録
」
の
著
者
の
名
と
一
致
す
る
。
し
か
る
に
のg
宮

E
8
0

氏
は
、
前
掲
の
E
t
－
－o
m
g
匂
E
o

に
お
い
て
、
著

者
の
名
に
Z
mロ
ヨ
ロ
仏
陀
を
あ
て
、
漢
字
も
ま
た
「
瑛
」
に
作
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
こ
れ
が
一
般
で
あ
っ
て
、
ロ
民
－

Q
D
問
・ρ
忌
ロ
問
白
川
口
ロ
氏
も
同
じ
意
見
に

(U
>

見
受
け
ら
れ
る
し
、
Z
開
0・
4
M
F
P、
吋
巴
ゆ
口
氏
の
国
語
訳
本
も
仏
陀
で
あ
り
、
さ
ら
に
ぐ
皆
同
・

j
g
ロ
氏
も
島
町
ー
を
と
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
二
年
に
サ
イ

！
（
ロ
）

ゴ
ン
政
府
の
国
家
教
育
部
か
ら
出
さ
れ
た
国
語
訳
注
版
の
訳
者
、
国
E
a
u
g
m
w
ロ
目
、
吋
E

ロ
m

氏
の
み
が

Z
m口
出
品
口
、
吋
只
と
し
、
そ
の
根
拠
を
特
に
あ
げ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
は
「
興
」
を
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
は
じ
め
か
ら
「
噴
」
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
重
刊
本
」
に
従
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
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れ
は
よ
り
後
の
考
証
に
侠
ち
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
庇
碧
家
重
刊
本
」
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
阪
興
は
会
試
に
合
格
し
て
、
清
泉
の
知
県
と
し
て
赴
任
し
、
後
に
官
を
辞
し
て
、
帰
郷
し
、
母
を
養
い
な
が
ら
隠



遁
の
生
活
に
没
し
て
し
ま
っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
今
ま
で
に
挙
げ
た
研
究
者
た
ち
の
諸
著
に
よ
れ
ば
、
「
伝
奇
漫
録
」
は
作
者
が
海
陽
の
一
村
邑
に
隠

棲
し
て
い
る
聞
に
、
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
当
時
、
父
の
朔
擦
は
す
で
に
死
去
し
て
居
り
、
｜
｜
少
く
と
も
序
文
の
「
養
母
以
全
孝

道
」
が
こ
れ
を
示
す
ー
ー
そ
の
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
、
執
筆
年
代
は
十
六
世
紀
の
中
葉
に
か
な
り
近
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ぐ
皆
寸
仙
ロ

氏
な
ど
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
、
庇
興
は
「
白
雲
国
語
詩
」
な
ど
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
莫
朝
の
吏
部
左
侍
郎
東
聞
大
学
士
、
玩
乗
謙
の
門
下
で
あ
り
、
こ

が
、
「
白
雲
庵
集
」

の
著
名
な
学
者
が
、
海
陽
承
宜
、
下
洪
府
永
頼
県
の
出
身
で
あ
り
、
「
伝
奇
漫
録
」
を
書
き
上
げ
た
庇
噴
が
、
こ
れ
を
院
乗
謙
に
見
せ
て
斧
正
を
乞
う
た
こ
と

（
日
〉

に
載
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
一
応
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
二
人
の
関
係
か
ら
推
定
す
る
と
、

玩
興
の
年
代
が
あ
る
程
度
、
せ
ば
め
ら
れ
て
、
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

試
み
に
庇
乗
謙
の
生
涯
を
調
べ
る
と
、
か
れ
は
洪
徳
二
十
一
年
（
一
四
九
一
）
の
生
れ
で
、
製
世
宗
の
光
興
八
年
（
一
五
八
五
）
の
没
で
あ
る
。
庇
噴
が
庇

乗
謙
よ
り
早
く
、
出
生
し
て
い
ま
い
と
い
う
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
か
れ
が
「
白
雲
庵
集
」
の
作
者
の
門
下
で
、
若
い
頃
か
ら
聴
明
を

う
た
わ
れ
た
と
い
う
話
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
出
生
は
少
く
と
も
、
朔
標
が
進
士
に
な
る
年
の
五
年
前
で
あ
る
洪
徳
二
十
一
年
以
後
で
あ
る
方
が
よ
り
妥
当
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な
推
理
と
い
い
得
る
。
し
か
も
、
庇
乗
謙
は
莫
朝
大
正
六
年
（
一
五
三
五
）
の
状
元
で
あ
り
、
「
重
刊
本
」
の
序
に
い
う
、
既
噴
が
会
試
に
通
っ
た
の
が
事
実
で

あ
っ
て
も
、
二
人
の
師
弟
関
係
か
ら
い
っ
て
、
そ
れ
は
こ
の
年
よ
り
以
後
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
会
試
を
経
て
知
県
と
な
っ
た
院
墳
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
致
仕
し
、
故
郷
の
杜
松
に
引
退
し
て
か
ら
、
著
作
に
専
念

し
た
と
す
れ
ば
、
「
伝
奇
漫
録
」
の
成
立
年
代
は
、
十
六
世
紀
も
半
ば
を
こ
え
て
い
た
と
さ
え
い
い
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
会
試

に
合
格
し
た
と
い
う
庇
興
の
名
が
「
大
越
歴
朝
登
科
録
」
に
見
当
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
他
の
疑
問
も
な
し
と
し
な
い
し
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
こ
の
人
物

が
清
泉
の
知
県
と
な
っ
た
と
す
る
こ
と
自
体
へ
の
懐
疑
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

ま
た
清
泉
と
い
う
県
が
存
在
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
研
究
者
が
一
様
に
疑
い
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
な
か
に
回
巳
－

u
g
m
w
ロ
・
吋E
ロ
m

氏
は
、
清
泉
は
清
水
の
旧
名
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
あ
げ
、
一
方
〈
宮
・
叶
m
w口
氏
は
こ
れ
を
北
寧
（
切
符
・
ロ
E
F
）
に
嘗
て
置
か
れ
た
県
名
で
あ

る
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。



一
四
九
O
年
に
成
っ
た
「
洪
徳
版
図
」
に
は
、
少
く
と
も
清
泉
県
は
存
在
し
な
い
が
、
清
泉
県
が
後
に
清
水
県
に
改
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、こ
れ
も
ま
た

「
洪
徳
版
図
」
に
見
え
ず
、
院
興
の
時
代
に
清
水
県
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
属
明
時
代
に
北
江
府
武
寧
州
と
称
さ
れ
、
梨
聖
宗
の
時
代
に
、
京
北
承

宣
慈
山
府
と
改
め
ら
れ
た
地
方
の
県
の
旧
名
が
、
そ
の
時
期
に
復
活
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
「
洪
徳
版
図
」
に
あ
る
京
北
慈
山
府
五

県
は
、
太
宗
の
紹
平
二
年
（
一
四
三
五
）
に
、
翰
林
院
承
旨
学
士
院
薦
の
上
疏
に
よ
っ
て
成
っ
た
「
輿
地
志
」
で
は
、
慈
山
府
六
県
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
洪
徳

（
日
）

年
間
の
五
県
、
信
遊
、
安
豊
、
桂
陽
、
東
岸
、
武
寧
の
ほ
か
に
明
ら
か
に
、
清
水
県
二
十
八
社
を
録
し
て
い
る
。
回
巳
’

u
g
宮
a叶
E

ロ
m

氏
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、

清
泉
は
現
在
の
富
寿
司

H
H
A
W
－
吾
。
）
省
清
水
（
叶
E
ロ

F
F
P
S
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
何
れ
も
特
に
確
証
を
伴
わ
ぬ
憶
測
に

過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
う
。

寧
ろ
作
者
が
「
洪
徳
版
図
」
に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
不
明
の
県
の
知
県
に
補
せ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
洪
徳
年
間
よ
り
も
、

よ
り
遠
い
後
の
時
代
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
も
あ
る

o

第
一
、
十
六
世
紀
の
は
じ
め
景
統
年
間
以
後
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
を
見
て
み
る
に
、
そ
れ
は
ま
た
歴
史
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上
も
っ
と
も
こ
の
国
の
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
簡
備
公
襟
が
威
穆
帝
を
討
っ
た
端
慶
五
年
（
一
五
O
五
）
に
始
っ
た
内
乱
は
、
続
い

て
い
く
つ
か
の
小
さ
な
戦
乱
を
ひ
き
お
こ
し
、
そ
の
余
波
は
さ
ら
に
洪
順
八
年
（
一
五
二
ハ
）
の
陳
嵩
の
叛
乱
、
鄭
惟
健
の
獄
逆
事
変
を
起
し
、
つ
い
に
統
元

六
年
（
一
五
二
七
）
の
莫
登
庸
の
梨
室
纂
奪
に
至
る
。
威
穆
帝
よ
り
、裏
翼
帝
、
昭
宗
を
経
て
恭
皇
帝
の
世
に
至
る
聞
の
、或
い
は
莫
朝
以
後
の
さ
ら
に
大

き
な
内
乱
続
発
の
時
代
の
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
圏
内
の
状
態
を
考
え
れ
ば
、
地
方
行
政
も
混
乱
の
極
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
或
い
は
時
と
し
て
、
現
わ
れ
て

は
消
え
て
し
ま
っ
た
県
名
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
ま
た
知
県
の
任
命
も
統
制
の
と
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
院
興
が
長
く
地
方
官
た
り
得
な
か

っ
た
の
も
、
あ
る
い
は
戦
乱
の
た
め
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
ま
た
か
れ
が
目
ま
ぐ
る
し
い
動
乱
の
世
を
厭
っ
て
、
海
陽
の
村
邑
に
隠
棲
し
、

読
書
執
筆
の
生
活
に
埋
没
し
て
伝
奇
の
著
作
に
専
念
し
た
の
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
決
し
て
筋
の
通
ら
ぬ
話
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、
玩
興
が
「
伝
奇
漫
録
」
を
執
筆
し
た
時
代
は
、
十
六
世
紀
の
半
ば
に
よ
り
近
か
っ
た
と
す
る
仮
定
は
、
充
分
に
考
慮
の
余
地
の
あ
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
著
者
が
か
く
し
て
得
た
隠
遁
の
生
活
の
中
で
、
醜
悪
な
権
力
争
奪
の
世
か
ら
離
れ
て
、
す
で
に
出
刊
さ
れ
て
い
た
、
武
現
の
校
定
を
経
て
編
纂

さ
れ
た
「
嶺
南
掠
怪
伝
」
や
「
勇
燈
新
話
」
あ
る
い
は
、
唐
代
の
伝
奇
小
説
な
ど
を
渉
猟
し
な
が
ら
、
「
伝
奇
漫
録
」
の
著
述
に
傾
斜
し
て
行
っ
た
の
も
、
そ



の
制
作
年
代
を
よ
り
後
に
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
よ
り
現
実
的
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

「
伝
奇
漫
録
」
が
、
中
国
の
塵
宗
吉
の
「
勢
燈
新
話
」
の
色
濃
い
影
響
か
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
二
十
篇
の
短
篇
小
説
を
通
読
し

て
誰
し
も
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
自
身
も
古
く
か
ら
－
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
〈
仙
宮
、
ロ
ロ
氏
は
梨
末

景
興
年
聞
に
活
躍
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
宋
史
の
体
に
準
拠
し
た
「
大
越
通
史
」
二
十
巻
の
著
書
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
、
梨
貴
惇
や
、
庇
朝
初
期
の
著
名

（
日
〉

な
学
者
で
「
歴
朝
憲
章
類
志
」
の
著
者
で
あ
る
潜
輝
注
が
、
は
っ
き
り
と
こ
れ
を
指
適
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
を
侠

つ
ま
で
も
な
く
、
そ
う
い
っ
た
批
評
が
よ
り
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
よ
り
多
く
の
文
人
が
、
「
興
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燈
新
話
」
の
読
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
す
で
に
梨
貴
惇
、
潜
輝
注
の
指
適
の
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
景

輿
二
十
四
年
重
刊
本
の
序
に
「
観
其
文
辞
不
出
宗
吉
藩
龍
之
外
」
の
文
字
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
断
言
す
る
こ
と
は
甚
だ
容
易
な
の
で
あ
る
。

但
し
「
伝
奇
漫
録
」
が
「
勢
燈
新
話
」
の
模
倣
作
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
後
者
の
二
十
篇
中
の
一
篇
を
と
っ
て
、
そ
の
内
容
な
り
、
構
成
な
り
を
悉
く

模
倣
し
、
｜
｜
後
世
院
代
の
長
篇
詩
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
にl
i

よ
っ
て
ま
た
前
者
の
一
篇
の
制
作
を
了
え
て
い
る
と
い
っ
た
単
純
な
｜
｜
こ
の
場
合
は
、
双

方
が
中
国
古
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
至
極
単
純
な
仕
事
で
あ
る
に
は
違
い
な
いll

模
倣
で
な
い
こ
と
を
、
我
々
は
と
く
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

か
と
思
う
。

と
く
に
「
伝
奇
漫
録
」
に
は
、
「
努
燈
新
話
」
所
収
の
短
篇
の
う
ち
、
〈
牡
丹
燈
記
〉
と
〈
令
狐
生
冥
夢
録
〉
の
影
が
、
い
く
つ
か
の
短
篇
に
わ
た
っ
て
、

色
濃
く
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
後
に
と
り
あ
げ
る
八
木
棉
樹
伝

V

を
除
い
て
、
阪
興
は
「
現
燈
新
話
」
の
い
く
つ
か
の
短
篇
が
も
っ
要
素

を
採
り
、
こ
れ
に
曲
折
を
加
え
て
殆
ど
も
と
の
形
骸
を
目
立
た
な
く
さ
せ
た
あ
と
、
こ
れ
ら
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
に
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
風
土
社

会
の
特
殊
性
を
与
え
て
、
完
全
に
自
ら
の
小
説
の
世
界
を
創
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
著
者
一
流
の
創
作
方
法
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。



し
か
し
実
は
こ
の
こ
と
を
で
き
あ
が
っ
た
小
説
の
作
品
と
し
て
の
結
果
か
ら
い
う
前
に
、
院
興
が
確
実
に
「
勢
燈
新
話
」
を
手
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
、
客
観
的
な
条
件
か
ら
推
測
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

前
章
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
玩
興
が
こ
の
小
説
集
を
書
き
上
げ
た
の
は
、
莫
登
庸
が
、
少
く
と
も
昭
宗
を
廃
し
た
光
紹
七
年
（
一
五
二
二
）
の
前
後
よ
り

は
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
そ
う
で
な
く
て
、
作
者
の
九
そ
の
世
代
を
十
六
世
紀
初
頭
、
憲
宗
の
景
統
年
聞
か
ら
後
に
限
る
と
し
て
も
、
時
間
的

な
距
り
か
ら
い
っ
て
、
か
れ
が
官
を
辞
し
た
後
の
生
活
に
お
い
て
、
数
多
く
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
唐
代
の
伝
奇
小
説
を
読
ん
で
い
た
だ
け
で
な
く
、
塵
佑

の
小
説
集
に
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
大
い
に
あ
り
う
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
現
燈
新
話
」
は
も
と
も
と
、
明
の
洪
武
年
間
に
「
現
燈
録
」
四
十
巻
と
し
て
成
っ
た
も
の
が
散
侠
し
、
四
川
の
地
方
官
の
胡

子
昂
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
残
篇
四
巻
を
蒐
め
、
陳
西
省
に
流
請
さ
れ
て
い
た
、
塵
佑
の
校
闘
を
乞
う
て
、
四
巻
二
十
篇
の
小
説
と
し
て
形
が
整
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
出
刊
は
永
楽
十
九
年
（
一
四
一
一
一
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヴ
エ
ト
ナ
ム
で
い
う
と
、
梨
太
祖
の
独
立
起
義
の
後
の
四
年
目
に
あ
た
る
が
、
こ
の
時

こ
の
国
は
ま
だ
明
の
布
政
司
の
支
配
下
に
あ
る
。
属
明
期
に
お
け
る
ヴ
エ
ト
ナ
ム
文
化
の
中
国
へ
の
同
化
は
、
か
な
り
激
し
く
強
制
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
し
、-384ー

な
お
ま
た
独
立
後
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
、
駒
沢
朝
の
中
国
文
化
の
奨
励
は
、
前
朝
よ
り
も
さ
ら
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
両
国
の
国
交
回
復
後
の
ヴ

エ
ト
ナ
ム
の
人
士
の
中
国
へ
の
往
来
も
、
殊
に
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
文
献
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
当
然
中
国
の
書
籍
文
物
の
流
入
も
、
明
の
侵
入

以
前
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

も
と
も
と
程
佑
の
小
説
そ
の
も
の
が
、
唐
代
の
伝
奇
の
手
法
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
永
楽
年
間
の
中
国
で
は
「
勢
燈
新
話
」
が
、
怪
奇
な
話
に
登

場
す
る
妖
麗
な
人
物
の
醸
し
出
す
、
一
種
の
艶
め
か
し
さ
が
、
読
者
世
間
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
「
興
燈
新
話
」
そ
の
も
の
が
も
て
は
や
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
同
類
の
小
説
が
や
た
ら
と
流
行
し
た
た
め
に
、
正
統
年
間
に
は
、
つ
い
に
こ
の
風
潮
を
矯
め
よ
う
と
し
た
当
局
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
小
説
が
禁
ぜ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
如
何
に
そ
う
い
っ
た
小
説
の
流
行
が
非
凡
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
現
燈
新
話
」
そ

の
も
の
も
ま
た
、
中
国
に
渡
っ
た
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
公
然
と
持
ち
帰
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
院
興
自
身
は
、
中
国
に
旅
行
し
た

記
録
は
全
く
な
い
け
れ
ど
も
、
海
陽
の
名
円
で
あ
っ
た
玩
家
の
蔵
書
の
中
に
渡
来
の
こ
の
伝
奇
本
が
あ
っ
た
と
し
て
も
さ
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。



一
本
と
し
て
成
っ
た
「
伝
奇
漫
録
」
の
短
篇
小
説
集
と
し
て
の
体
裁
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
が
四
巻
か
ら
成
り
、

つ
の
短
篇
を
お
さ
め
て
、
合
計
二
十
篇
か
ら
成
る
小
説
集
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
恐
ら
く
庇
興
が
手
に
し
た
も
の
は
、
胡
子
日
却
に
よ
っ
て
、
編
集
し
な
お

と
り
わ
け
、

一
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
五
篇
ず

さ
れ
た
「
勇
燈
新
話
」
四
巻
二
十
篇
で
あ
っ
た
と
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

中
国
で
は
、
塵
佑
の
こ
の
小
説
集
が
、
正
統
年
間
の
禁
止
令
の
所
以
も
あ
っ
て
か
、
か
な
り
早
く
か
ら
足
本
が
失
わ
れ
、
は
じ
め
の
出
刊
か
ら
ほ
ぼ
二
百
年

た
っ
た
明
末
の
「
百
川
書
志
」
に
は
、
そ
の
篇
数
が
十
一
篇
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
四
巻
二
十
篇
の
形
を
最
も
完
全
に
整
え
た
本
が
、
日
本
で
慶
長
年
聞
に

輪
開
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
学
者
の
指
適
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
永
楽
十
九
年
か
ら
、
数
え
て
百
年
後
の
、
恐
ら
く
本
国
で
は
そ
の
足

本
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
時
代
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
、
全
く
同
軌
の
伝
奇
本
が
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、一
箇
の
興
味
あ
る
事
実
で
は
あ
る
ま

、
．
、
屯
町
J

L

カ

五
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〈
伝
奇
漫
録
〉
四
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
短
篇
小
説
は
つ
ぎ
の
二
十
篇
で
あ
る
。

巻
之

項
王
洞
記

快
州
義
婦
伝

木
棉
樹
伝

茶
童
降
誕
録

西
垣
奇
遇
記

巻
之

龍
庭
対
訟
録

陶
民
業
第
記

傘
円
洞
判
事
録

徐
式
倍
婚
録

花
子
虚
遊
天
曹
録

巻
之
三

昌
江
妖
佐
録

那
山
樵
対
録

東
潮
廃
寺
録

翠
給
伝

治
江
夜
飲
記

金
華
詞
話
記

右
の
二
十
篇
の
う
ち
、
奥
野
教
授
は
〈
木
棉
樹
伝V
、
八
西
垣
奇
遇
記
V
、

巻
之
四

南
昌
女
子
伝

李
将
軍
伝

麗
娘
伝

夜
叉
部
師
録

〈
昌
江
妖
椛
録
V
、
の
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
男
燈
新
話
」
の

〈
牡
丹
燈
記
〉
の
影
響
を
、
ま
た
〈
傘
円
嗣
判
事
録

V
、
〈
夜
叉
部
師
録
〉
の
そ
れ
ぞ
れ
に
〈
令
狐
生
冥
夢
録
〉
の
影
を
、
ま
た
「
勢
燈
新
話
」
以
外
の

唐
宋
小
説
か
ら
の
影
響
と
し
て
は
、
〈
傘
円
洞
判
事
録
〉
に
「
再
生
記
」
、
〈
翠
紺
伝
〉
に
「
章
台
柳
伝
」
を
、
ま
た
〈
南
日
日
女
子
伝

V

に
「
長
恨
歌
伝
」
、

〈
陶
氏
業
寛
記
V
、



「
柳
毅
伝
」
、
「
影
妖
談
」
な
ど
を
考
え
て
居
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
れ
を
一
つ
の
指
針
と
し
つ
つ
些
か
、
「
現
燈
新
話
」
と
「
伝
奇
漫
録
」
と
の
関
連

を
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

院
噴
は
「
伝
奇
漫
録
」
を
書
く
に
当
っ
て
「
勢
燈
新
話
」
を
模
倣
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
創
作
の
動
機
は
あ
く
ま
で
、
そ
の
続
撰
書
を
編
む
と
い
う
目
論

見
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
作
者
が
「
伝
奇
漫
録
」
に
お
い
て
、
「
勢
燈
新
話
」
中
の
短
篇
に
描
か
れ
た
話
を
そ
の
ま
ま

に
、
人
物
と
場
所
の
み
を
グ
エ
ト
ナ
ム
に
置
き
か
え
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
翻
案
的
手
法
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
、
そ
こ
で
は
む

し
ろ
意
識
的
に
「
勢
燈
新
話
」
の
な
か
の
幾
つ
か
の
話
を
参
考
に
し
つ
つ
、
巧
み
に
材
料
を
借
り
て
、
も
と
の
形
に
発
見
し
難
い
程
の
変
化
を
与
え
て
、
こ
ち

ら
の
一
篇
を
構
成
す
る
と
い
う
書
き
上
げ
方
を
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
て
お
い
た
。

た
だ
そ
の
中
に
あ
っ
て
八
木
棉
樹
伝
V

の
み
は
、
前
半
に
殆
ん
ど
〈
牡
丹
燈
記
〉
そ
の
ま
ま
の
話
が
、
ま
さ
に
人
物
と
背
景
を
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
移
し
た

話
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
特
に
注
意
を
惹
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
但
し
篇
中
の
人
物
を
見
る
に
、
女
の
亡
霊
に
恋
を
す
る
八
牡
丹
燈
記
〉
の
喬
生

に
あ
た
る
の
が
八
木
綿
樹
伝
V

の
程
忠
遇
で
あ
る
が
、
喬
生
が
妻
と
死
に
わ
か
れ
た
男
鯨
で
あ
る
の
に
対
し
、
程
を
女
を
知
ら
ぬ
独
身
の
美
青
年
と
し
て
描
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き
、
同
時
に
ま
た
棺
を
出
て
迷
い
歩
く
女
も
、
「
新
話
」
の
奉
化
州
書
記
の
娘
、
符
麗
卿
に
対
す
る
に
、
「
漫
録
」
で
は
夫
に
棄
て
ら
れ
た
晦
翁
の
孫
娘
、
藁
卿

を
も
っ
て
す
る
と
い
う
よ
う
に
男
女
の
立
場
を
そ
れ
ぞ
れ
に
巧
妙
に
交
換
し
て
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
う
と
、
亡
霊
と
は
知
ら
ず
肉
体
関
係
を
続
け
た
若
い
男

が
、
や
が
て
女
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
、
そ
こ
に
女
の
棺
を
発
見
し
て
驚
く
と
い
う
筋
立
て
は
同
工
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
、
「
新
話
」
が
妻
に
死

別
し
た
男
が
孤
独
を
慰
め
る
べ
く
、
実
は
亡
霊
で
あ
る
若
い
女
に
容
易
に
魅
か
れ
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
漫
録
」
は
む
し
ろ
逆
に
夫
を
も

っ
た
こ
と
の
あ
る
若
い
女
が
棺
の
中
で
朽
ち
き
れ
ず
に
、
こ
の
世
の
美
青
年
の
肉
体
を
求
め
て
迷
い
出
る
話
を
書
か
ん
と
し
た
異
曲
の
作
品
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

尤
も
八
木
綿
樹
伝
V

に
は
構
成
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
方
法
か
ら
文
章
の
た
て
方
ま
で
、
八
牡
丹
燈
記
〉
に
酷
く
似
て
い
る
箇
所
は
、
随
所
に
あ
り
、
そ

れ
ら
は
、
玩
興
が
結
局
「
現
燈
新
話
」
の
力
に
お
さ
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
直
接
の
影
響
か
ら
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
所
以
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
次
に
そ
の
例
を
対
照
し
て
比
較
し
て
み
る
。



八
木
棉
樹
伝
V

旧
姓
義
名
卿
。
郷
中
大
姓
。
晦
翁
之
女
孫
也
。
厳
慈
急
逝
。
家
計
単
寒
。

〈
牡
丹
燈
記
V

姓
符
。
麗
卿
其
字
。
激
芳
其
名
。
故
奉
化
州
判
女
也
。
先
人
既
残
。
家

昨
為
夫
児
所
棄
。
捗
居
外
郭
実
。
（
人
生
如
夢
。不
如
身
在
時
且
暫
爾

事
零
替
。
既
走
弟
兄
。
仰
鮮
族
党
。
止
妾
一
身
。
遂
与
金
蓮
備
居
湖
西

行
楽
。
便
是
黄
泉
人
物
。
雄
欲
追
観
寛
愛
尚
可
得
乎
。
）
遂
同
入
舟
中
。耳
。
生
留
之
宿
0

・

見
左
辺
安
小
藤
株
。
抹
上
有
朱
棺
。
棺
昔
紅
羅
一
幅
。
以
砕
沙
題
藁
卿

則
有
旅
槻
。
白
紙
題
其
上
目
。
故
奉
化
符
州
判
女
麗
卿
之
枢
。
枢
前
回
融

之
枢
。
枢
傍
有
塑
泥
女
子
。
捧
胡
琴
侍
立
。
忠
遇
胆
寒
髪
竪
。
彼
倶
走
一
双
頭
牡
丹
燈
。
燈
下
一
明
器
稗
子
。
背
上
有
二
字
日
金
蓮
。
生
見
之
。

出

毛
髪
尽
竪
。
寒
粟
遍
体
。
奔
走
出
寺0

・

右
は
と
も
に
、
前
者
は
女
が
男
に
む
か
つ
て
、
は
じ
め
て
お
の
れ
の
素
性
を
明
か
す
と
こ
ろ
、
ま
た
後
者
は
、
男
が
女
に
い
わ
れ
た
寓
居
を
訪
ね
て
い
っ
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て
、
図
ら
ず
も
女
の
棺
を
発
見
し
、
ま
た
枢
の
傍
に
い
つ
も
連
れ
歩
い
て
い
た
、
侍
女
と
覚
し
き
人
形
が
置
い
て
あ
る
の
を
見
て
顎
然
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
、
ま
た
玩
興
が
「
勢
燈
新
話
」
の
〈
牡
丹
燈
記
〉
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
判
然
と
示
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
と
て
も
仔
細
に
読
み
較
べ
れ
ば
、
何
と
か
し
て
独
自
性
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
、
庇
興
の
絞
猫
な
技
巧
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
も
で
き

る
し
、

一
応
の
効
果
も
あ
る
程
度
で
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
他
の
全
く
異
る
書
き
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
し
て
も
、
作
者
が
存
外
細

か
い
神
経
を
使
っ
て
、
「
新
話
」
の
力
に
お
さ
え
ら
れ
ま
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
数
多
く
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
藁
卿
の
侍
女
が
手
に
し
て
い
る
胡
琴
が
あ
る
。
胡
琴
は
ヴ
エ
ト
ナ
ム
で
専
ら
婦
人
が
手
に
し
た
こ
の
民
旅
独
特
の
楽
器
で
あ
り
、
こ
の
胡

琴
が
〈
牡
丹
燈
記
〉
で
は
、
麗
卿
の
Y

髪
で
あ
る
金
蓮
が
手
に
し
て
歩
く
「
双
頭
牡
丹
燈
」
に
当
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
八
木
棉
樹
伝
〉
で
は
、
こ

れ
を
最
初
か
ら
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
、
牡
丹
燈
の
代
り
に
侍
女
に
も
た
し
た
り
せ
ず
、
藁
卿
が
昼
間
見
か
け
た
程
生
の
気
を
惹
こ
う
と
し
て
、
夕
暮
に
男
の

い
る
渓
橋
の
あ
た
り
ま
で
散
歩
に
出
か
け
、
聞
え
よ
が
し
の
「
渓
山
歴
歴
不
改
前
度
。
惟
恨
女
郎
零
落
」
と
い
う
言
葉
を
口
遊
み
な
が
ら
、
南
官
幾
音
か
を
奏

で
る
た
め
に
、
侍
女
に
も
た
し
て
き
た
胡
琴
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
段
取
で
、
は
じ
め
て
話
に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
後
に
男
が
女
の
遺
骸
を
収
め
て
あ
る
枢



を
発
見
し
た
時
に
、
「
新
話
」
で
明
器
と
し
て
の
金
蓮
の
人
形
が
、
牡
丹
燈
を
も
っ
て
い
る
の
と
同
じ
情
景
を
描
く
た
め
の
伏
線
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
に
違

い
な
い
の
だ
が
、
塵
佑
が
元
タ
の
燈
龍
祭
の
宵
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
、
牡
丹
燈
を
も
っ
たY
髪
を
従
え
た
美
人
と
趨
遁
う
時
か
ら
、
こ
の
小
道
具
を
用
い
て
い
る

の
に
対
し
て
、
物
語
を
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
話
と
し
て
八
木
棉
樹
伝
〉
を
語
る
庇
興
は
、
単
に
そ
れ
が
ヴ
エ
ト
ナ
ム
的
な
楽
器
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
牡
丹
燈

の
か
わ
り
に
登
場
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
登
場
に
適
う
必
然
性
を
話
の
中
に
遣
え
て
い
る
の
な
ど
は
、
ま
さ
に
小
説
の
作
者
と
し
て
の
苦
心
の
存
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
点
を
拾
っ
て
行
く
と
ほ
か
に
「
新
話
」
に
は
な
い
、
女
が
詩
を
詠
ん
で
男
を
口
説
く
と
こ
ろ
が
長
々
と
挿
入
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
「
新
話
」
で
は
、
壁
穴
を
覗
い
て
、
喬
生
が
偶
鰻
と
同
会
し
て
い
る
の
を
見
た
隣
家
の
老
人
が
、
お
若
い
の
に
陰
界
の
化
物
と
交
っ
て
い

る
と
、
禍
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
っ
て
忠
告
す
る
と
こ
ろ
が
、
「
漫
録
」
で
は
、
程
が
見
知
ら
ぬ
女
と
秘
か
な
交
歓
に
耽
っ
て
い
る
の
を
嘆
ぎ
つ
け
た

友
人
が
、
旅
先
で
「
去
所
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
」
無
媒
の
女
と
、
「
来
由
を
究
め
ずι
に
肉
体
交
渉
を
も
つ
こ
と
の
、
社
会
通
念
と
し
て
の
非
を
聡
す
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。
細
か
く
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
原
作
を
離
れ
よ
う
と
す
る
努
力
は
い
く
ら
で
も
発
見
で
き
る
が
、
就
中
、
男
が
棺
の
中
で
、
女
の
亡
霊
に
と
り

男
の
死
体
が
発
見
さ
れ
て
、
葬
ら
れ
た
後
、
そ
の
あ
た
り
で
は
、
陰
里
小
の
宵
に
男
女
二
人
の
亡
霊
が
、
手
を
と
り
あ
っ
て
同
行
し
、
或
い
は
歌
い
、
或
い
は
-388-

殺
さ
れ
て
か
ら
後
の
八
木
棉
樹
伝V
は
、
俄
か
に
活
き
活
き
と
、
独
自
の
発
展
を
示
す
。

突
い
た
り
し
て
、
住
民
の
災
と
な
る
こ
と
は
、
〈
牡
丹
燈
記V

と
同
様
で
あ
る
が
、
〈
牡
丹
燈
記
〉
で
は
人
々
が
こ
れ
を
憧
れ
て
、
先
を
争
っ
て
玄
妙
観
の

法
師
に
訴
え
に
行
く
の
に
対
し
、
八
木
棉
樹
伝V
で
は
、
些
か
乱
暴
な
処
置
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人
々
は
男
の
塚
を
発
く
と
同
時
に
、
女
の
棺
を

も
破
壊
し
て
そ
の
骸
骨
を
と
り
出
し
、
こ
れ
ら
を
江
中
に
散
ら
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
居
場
所
を
失
っ
た
亡
者
た
ち
は
、
江
上
の
寺
の
木
棉
ー
ー

カ
ポ
ッ
ク
1
l

の
古
樹
の
梢
に
と
り
つ
く
。
古
樹
は
樹
令
百
年
を
こ
え
る
大
木
で
、
人
々
が
枚
り
倒
そ
う
と
し
て
決
し
て
倒
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
陳
の
開
祐
庚

午
の
年
に
道
人
が
こ
の
寺
に
泊
り
、
折
柄
く
だ
ん
の
男
女
二
人
の
亡
者
が
、
樹
上
で
裸
体
と
な
っ
て
戯
れ
な
が
ら
笑
い
芦
を
た
て
る
の
を
聞
い
て
、
三
枚
の
符

を
書
き
、
一
を
樹
側
に
釘
で
打
ち
つ
け
、
一
を
江
中
に
投
じ
、
一
を
空
中
で
燃
や
す
と
、
大
音
響
と
と
も
に
木
棉
の
古
樹
の
枝
は
飛
び
散
り
、
樹
皮
は
焼
け
欄

れ
て
、
麻
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
り
、
空
中
に
は
ま
た
牛
頭
の
卒
に
鞭
で
打
た
れ
な
が
ら
位
せ
ら
れ
て
行
く
二
人
の
姿
が
見
え
た
と
い
う
。

〈
木
相
樹
伝
〉
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
が
、
少
く
と
も
符
吏
た
ち
に
よ
っ
て
、
二
人
が
ひ
っ
た
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
「
新
話
」
に
も
書
か
れ
て
い
る



け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
の
方
は
こ
の
後
、
二
人
が
折
艦
を
受
け
な
が
ら
道
人
の
判
決
を
仰
ぐ
と
こ
ろ
が
、
喬
、
麗
卿
、
金
蓮
の
供
述
を
辿
り
な
が
ら
、
か
な
り
長

く
書
き
続
け
ら
れ
、
ま
た
道
人
の
法
術
を
村
人
に
教
え
た
玄
妙
観
の
法
師
が
道
人
に
よ
っ
て
匝
に
さ
れ
る
話
が
最
後
に
つ
い
て
、
話
の
結
び
は
全
く
異
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
は
こ
の
古
樹
に
妖
佐
が
と
り
つ
い
て
、
郷
人
の
災
の
種
と
な
り
、
古
樹
そ
の
も
の
が
、
妖
怪
じ
み
た
力
を
も
っ
て
、
技
り

倒
す
こ
と
の
で
き
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
全
く
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
風
土
的
特
徴
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
が
ご
く
古
く
よ
り
、
樹
木
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
原
始
宗
教
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
松
本
信
広
教
授
の
指
適
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

亭
々
と
聾
え
る
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
樹
木
に
対
し
て
、
人
々
が
抱
い
て
い
た
、
大
地
の
神
聖
な
活
力
に
対
す
る
信
仰
は
、
時
に
大
樹
そ
の
も
の
へ
の
崇
拝
、
或
い
は

一
転
し
て
欝
蒼
と
生
い
茂
る
樹
木
の
梢
に
対
す
る
擢
れ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
分
布
す
る
大
樹
の
梢
に
精
霊
が
宿
る
と
す
る
民
間
信
仰
は

そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
妖
嵯
説
話
で
は
、
亡
霊
が
古
寺
の
妖
樹
の
頂
き
に
と
り
つ
く
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
些
か
も
不
思
議
で
は
な
い
。

塚
を
発
か
れ
、
骨
を
江
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
男
女
が
、
古
樹
の
梢
で
裸
で
絡
み
あ
う
な
ど
の
こ
と
も
、
如
何
に
も
ヴ
エ
ト
ナ
ム
的
発
想
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た
道

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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人
が
護
符
を
書
い
て
退
治
す
る
と
い
う
道
教
的
潤
色
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
端
的
に
「
伝
奇
漫
録
」
の
グ
エ
ト
ナ
ム
の
伝
奇
と
し
て
の
特
質
が
表
わ
れ
て

..&.. 
，、

「
伝
奇
漫
録
」
に
お
い
て
は
、
〈
牡
丹
燈
記
〉
を
下
敷
に
し
て
、
は
っ
き
り
と
そ
の
影
響
の
下
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
前
に
い
っ
た
よ
う
に
、

八
木
棉
樹
伝
〉
の
ほ
か
に
三
篇
ほ
ど
あ
る
。
そ
れ
ら
の
短
篇
は
、
慈
山
の
名
妓
、
陶
氏
寒
灘
の
生
前
の
遍
歴
と
死
後
妖
怪
に
変
ず
る
話
を
、
陳
の
紹
豊
年
間
の

こ
と
と
し
て
語
っ
た
〈
陶
氏
業
寛
記
〉
に
し
て
も
、
ま
た
活
氏
の
妻
に
う
ち
殺
さ
れ
た
胡
氏
宜
が
、
葬
ら
れ
て
か
ら
数
ヶ
月
た
っ
て
、
妖
幻
と
な
っ
て
現
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
人
に
亡
骸
を
河
に
散
ら
さ
れ
た
後
は
、
し
ば
ら
く
変
化
を
な
す
こ
と
や
め
て
い
た
が
、
や
が
て
諒
山
の
責
と
い
う
男
の
妻
と
な
り
、
そ

の
後
道
人
に
符
を
投
ぜ
ら
れ
て
一
堆
の
白
骨
と
な
る
話
を
、
胡
朝
の
末
か
ら
裂
の
紹
平
年
間
に
至
る
聞
の
事
件
と
し
て
書
い
た
、
八
日
日
江
妖
佐
録

V

に
し



て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
こ
の
あ
と
に
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
〈
西
垣
奇
遇
記

V

に
し
て
も
、

一
読
し
て
誰
し
も
そ
こ
に
〈
牡
丹
燈
記
〉
が

全
く
形
を
変
え
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
〈
昌
江
妖
佐
録

V

の
如
く
、
末
尾
に
至
っ
て
、
実
は
妻
が
亡
霊
で
あ
る
こ
と
が

判
っ
た
後
の
黄
が
、
あ
る
日
の
午
睡
の
中
で
、
俄
か
に
冥
府
に
連
れ
去
ら
れ
て
整
舌
地
獄
に
落
さ
れ
よ
う
と
す
る
話
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
、
〈
令
孤

生
冥
夢
録
〉
の
影
響
が
独
立
し
た
部
分
の
よ
う
に
加
え
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、

一
般
に
小
説
全
体
と
し
て
は
、
作
者
が
ま
た
巧
み
に
「
勢
燈
新
話
」
の
他

の
短
篇
に
お
け
る
材
料
を
、
新
た
に
話
の
筋
の
中
に
塗
り
こ
め
よ
う
と
し
て
い
る
努
力
を
多
く
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
〈
令
孤
生
冥
夢
録
〉

の
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
た
、
他
の
二
篇
、
〈
夜
叉
部
師
録
〉
や
〈
傘
円
洞
判
事
録
〉
な
ど
に
較
べ
る
と
、
〈
牡
丹
燈
記
〉
に
依
存
し
て
い
る
作
品
に
は
、

も
と
の
話
が
と
く
に
露
に
表
面
に
出
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
八
傘
円
洞
判
事
録
〉
は
、
胡
朝
の
末
、
明
の
侵
略
軍
の
武
将
（
泳
歳
の
部
将
崖
）
が
、
諒
江
安
勇
の
辺
り
で
陣
没
し
、
土
地
の
洞
の
傍
に
葬
ら

れ
た
が
、
以
後
は
こ
の
あ
た
り
に
や
た
ら
と
妖
怪
変
化
が
現
わ
れ
て
、
人
々
が
悩
ま
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
義
憤
の
余
り
洞
を
こ
わ
し
て
、
こ
の
災
を
と
り
除

こ
う
と
し
た
呉
子
文
が
、
農
の
鬼
の
訴
え
に
よ
っ
て
冥
府
に
投
致
さ
れ
て
裁
判
を
受
け
、
傘
円
の
神
澗
の
証
し
に
よ
っ
て
、
嫌
疑
が
晴
れ
、
二
日
の
後
に
再
び
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こ
の
世
に
戻
る
こ
と
を
書
い
た
話
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
勢
燈
新
話
」
の
〈
永
州
野
廟
記
V

と
〈
修
文
舎
人
伝
V

の
部
分
が
、
実
に
脈
絡
よ
ろ
し
く
、

八
令
狐
生
冥
夢
録
V

の
変
形
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

八
永
州
野
廟
記
V

で
は
、
書
生
の
畢
応
生
の
訴
え
を
聞
い
た
吏
士
が
、
衡
州
の
古
廟
か
ら
白
髪
の
老
人
を
捕
え
て
き
て
、
地
方
の
神
祇
（
土
地
神
）
と
し
て

為
す
べ
か
ら
ざ
る
行
為
に
及
ん
だ
こ
と
を
難
詰
す
る
と
、
老
人
が
実
は
永
州
の
古
廟
は
、
既
に
妖
蜂
に
の
っ
と
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
告
白
す
る
く
だ
り
が
あ
る

が
、
〈
傘
円
詞
判
事
録
〉
で
い
う
と
、
こ
の
白
髪
の
老
人
は
、
諒
江
の
洞
の
居
士
、
生
前
は
李
南
帝
の
御
史
大
夫
で
あ
っ
た
と
称
す
る
布
診
烏
帽
の
老
人
で

あ
り
、
澗
を
の
っ
と
っ
た
妖
瞬
は
、
ま
さ
に
休
哉
の
武
将
崖
の
鬼
と
し
て
書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て
は
憎
む
べ
き
侵
略
軍

の
陣
没
者
の
鬼
が
、
妖
し
い
大
蛇
の
代
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
庇
興
が
意
識
し
て
当
時
の
読
者
に
訴
え
ん
と
し
た
と
こ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
呉
子

文
が
冥
府
の
法
庭
で
、
原
告
の
握
の
鬼
と
渡
り
合
い
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
地
獄
に
落
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
に
、
老
人
に
言
わ
れ
た
通
り
に
、
傘
円
の
神
洞
に

事
の
真
偽
を
問
い
合
わ
せ
て
く
れ
と
頼
ん
で
、
判
決
は
一
転
し
て
中
国
人
の
亡
霊
の
側
に
不
利
に
な
る
、
い
わ
ば
起
伏
を
備
え
た
筋
立
て
の
前
に
、
巧
み
に



八
永
州
野
廟
記
V

に
取
材
し
て
、
洞
を
追
い
出
さ
れ
た
李
南
帝
の
御
史
大
夫
の
霊
が
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
の
山
岳
信
仰
の
根
源
と
目
さ
れ
る
傘
円
山
の
神
洞
に

仮
寓
し
て
い
る
と
い
う
前
提
を
置
い
た
こ
と
は
、
「
新
話
」
か
ら
の
借
用
が
実
に
無
理
が
な
く
、
こ
の
小
説
に
溶
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
実
は
そ
の

た
め
に
、
〈
令
狐
生
冥
夢
録
〉
の
中
に
〈
永
州
野
廟
記
〉
が
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
は
そ
の
逆
で
あ
る
の
か
も
判
ら
ぬ
程
の
見
事
な
、
二
つ
の
世
界
の

結
合
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
が
ま
た
同
時
に
、
侵
略
者
中
国
人
へ
の
反
感
、
憎
悪
と
い
う
も
の
を
、
は
っ
き
り

と
一
つ
の
軸
に
し
て
こ
の
小
説
が
作
ら
れ
た
こ
と
だ
と
考
え
た
い
。
二
日
し
て
か
ら
こ
の
世
に
戻
っ
た
呉
子
文
の
と
こ
ろ
に
、
老
人
が
や
っ
て
来
て
「
傘
円
の

判
事
が
欠
員
に
な
っ
た
の
で
、
呉
を
推
し
た
い
」
と
吾
げ
、
「
人
生
自
古
誰
無
有
死
：
：
：
」
と
い
っ
て
こ
れ
を
勧
め
る
と
こ
ろ
や
、
呉
が
欣
ん
で
こ
れ
に
応
じ
、

そ
の
後
病
気
も
し
な
い
の
に
、
死
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
〈
修
文
舎
人
伝
〉
の
最
後
の
夏
顔
と
友
人
と
の
や
り
と
り
か
ら
学
ん
で
い
る
に
違
い
な

い
が
、
侵
略
者
が
残
し
て
い
っ
た
災
を
除
き
、
ま
た
六
世
紀
に
中
国
人
に
対
し
て
、
独
立
抗
争
を
行
っ
た
李
南
帝
の
廷
臣
で
あ
っ
た
、
開
の
居
士
を
救
っ
た
と

い
う
前
置
き
が
あ
っ
た
あ
と
に
、
傘
円
山
の
神
胴
の
判
事
に
な
る
話
が
出
て
く
る
と
い
う
と
、
そ
れ
が
読
者
に
と
っ
て
は
い
か
に
も
必
然
的
結
末
で
あ
る
よ
う

に
読
ま
れ
、
そ
こ
に
些
か
も
借
り
物
の
感
じ
が
し
な
い
の
も
妙
で
あ
る
。
〈
傘
円
洞
判
事
録V
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
勢
燈
新
話
」
の
短
篇
の
い
く
つ
か
が
、

見
事
に
一
つ
の
小
説
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
〈
夜
叉
部
師
録
〉
に
も
、
八
令
狐
生
冥
夢
録V

や
〈
太
虚
司
法
伝
〉
そ
の
他
の
材
料
が
、
巧

み
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
て
、
少
く
と
も
そ
こ
に
は
〈
昌
江
妖
佐
録
〉
の
末
尾
の
よ
う
な
不
自
然
さ
や
、
八
木
棉
樹
伝
〉
後
半
に
お
け
る
唐
突
で
意
外
な
発

展
と
い
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
点
か
ら
い
う
と
、
〈
牡
丹
燈
記

V

の
影
響
で
書
か
れ
て
い
る
短
篇
に
は
み
な
ど
こ
か
、
そ
う
し
た
ぎ
こ
ち
な
さ
が
目
立
つ
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
余

り
に
も
は
っ
き
り
と
〈
牡
丹
燈
記

V

が
出
す
ぎ
て
い
る
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
。
そ
の
一
例
を
〈
西
垣
奇
遇
記Vに
と
れ
ば
、
〈
西
垣
奇
遇
記
〉
に
お
い

て
、
梨
の
紹
平
年
間
に
長
安
、
す
な
わ
ち
東
京
で
玩
薦
に
つ
い
て
、
学
問
を
し
て
い
る
書
生
何
仁
に
と
り
つ
く
、
植
物
の
精
は
、
実
は
〈
牡
丹
燈
記

V

の
符

麗
卿
の
変
身
で
あ
り
、
八
牡
丹
燈
記
〉
に
お
い
て
、
麗
卿
が
死
ん
で
遺
骸
が
寺
に
預
け
ら
れ
た
の
が
二
十
年
前
だ
と
い
う
話
が
、
こ
こ
で
は
、
西
垣
の
故
宅

の
庭
園
の
柳
や
桃
を
慈
し
ん
だ
陳
太
師
の
死
ん
だ
の
が
二
十
年
前
で
あ
る
と
隣
居
の
老
人
か
ら
聞
い
た
何
仁
が
、
で
は
昨
日
ま
で
情
を
交
わ
し
続
け
て
来
た
二

人
の
女
は
、
現
実
の
人
間
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
驚
き
且
つ
怪
し
ん
で
、
女
の
住
ん
で
い
た
西
垣
に
行
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
は
廃
院
荒
涼
、
と
て
も
華
や
か



な
女
ど
も
が
住
ん
で
、
自
分
を
誘
っ
た
り
し
た
と
こ
ろ
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
話
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
〈
牡
丹
燈
記
V

の
変
形
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

但
し
最
初
、
二
人
の
女
が
何
仁
の
仮
寓
に
や
っ
て
来
て
、
互
い
に
愛
情
を
殺
す
る
詩
を
贈
り
合
っ
た
り
し
て
、
二
人
で
一
人
の
青

年
の
愛
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
な
ど
に
は
、
ま
た
当
然
「
勢
燈
新
話
」
の
な
か
の
〈
聯
芳
楼
記
〉

で

一
日
中
閑
に
ま
か
せ
て
詩
を
作
っ
て
い
る
蘭
英
、
意

英
の
姉
妹
が
、
一
人
の
青
年
、
鄭
生
を
共
有
し
て
詩
を
競
作
す
る
話
が
反
映
し
て
お
り
、ま
た

〈
牒
穆
酔
遊
底
究
景
園
記
〉
よ
り
と
ら
れ
た
ら
し
い
と
こ
ろ

も
、
数
ケ
所
に
わ
た
っ
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
体
と
し
て
の
雰
囲
気
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

〈
牒
穆
酔
遊
緊
景
園
記
〉
の
よ
う
な
小
説
に
仕
上
げ
る
心
算

で
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
何
時
の
間
に
か
〈
牡
丹
燈
記
V

に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。
も
と
よ

り
〈
西
垣
奇
遇
記
〉
に
は
〈
膝
穆
酔
遊
楽
景
園
記
〉
の
よ
う
な
、
妖
し
さ
と
艶
か
し
さ
と
、

薄
気
味
の
悪
さ
が
一
つ
に
な
っ
た
よ
う
で
い
て
、
同
時
に

一
沫
の
寂
莫
と
し
た
感
情
を
も
よ
お
さ
せ
る
情
景
は
な
い
し
、
ま
た
〈
牡
丹
燈
記
〉
の
よ
う
に
、
流
れ
る
よ
う
な
、
筋
の
発
展
も
構
成
も
な
く
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
れ
は
、
思
つ
き
の
よ
う
な
話
の
つ
ぎ
方
だ
け
が
目
立
つ
、
小
説
と
し
て
は
不
成
功
の
部
類
に
入
る
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は
、-392-

隣
居
の
老
人
が
真
実
を
明
か
す
話
振
り
に
よ
っ
て
も
判
る
と
お
り
、
作
者
が
〈
牡
丹
燈
記
〉
の
方
法
を
離
れ
よ
う
と
し
な
が
ら
、
離
れ
き
れ
な
い
と
こ
ろ
に

あ
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
む
し
ろ
八
木
棉
樹
伝
〉
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
、
〈
牡
丹
燈
記
V

そ
の
ま
ま
の
話
を
ヴ
エ
ト
ナ
ム
風
に
構
成
し

て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
、
話
と
し
て
は
数
段
面
白
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
、
「
募
燈
新
話
」
に
対
す
る
玩
興
の
関
心
が
、
と
く
に
八
牡
丹
燈
記
〉
に
お
い
て
甚
し
く
深
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い

い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
同
時
に
、
玩
興
が
こ
の
短
篇
小
説
集
を
完
成
し
た
後
、
こ
れ
を
玩
乗
謙
に
さ
し
出
し
て
、
そ
の
閲
読
と
斧
正
を
乞
う
た
に
も

拘
ら
ず
、
「
勢
燈
新
話
」
中
の
一
篇
が
生
の
ま
ま
で
入
っ
て
い
る
よ
う
な
作
品
が
、
こ
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
偉
大
な
読
書
家
の
批
評
に
耐
え
、
ま
た
そ
の
二
十
篇

の
中
で
、
八
木
棉
樹
伝
〉
が
、
八
南
昌
女
子
伝
〉
と
と
も
に
、
作
品
と
し
て
最
も
密
度
の
濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
思
え
ば
、
八
牡
丹
燈
記
〉
の

世
界
に
対
す
る
、
少
く
と
も
当
時
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
の
好
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

「
現
燈
新
話
」
が
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
、
後
の
中
国
の
文
学
作
品
、
例
え
ば
明
の
凌
諜
初
の
編
に
な
る
「
初
刻
拍
案
驚
奇
」
や
、
同
じ
く
「
二
刻
拍

案
驚
奇
」
あ
る
い
は
猿
夢
竜
の
「
古
今
小
説
」
や
「
孤
本
元
明
雑
劇
」
の
作
品
な
ど
に
は
、
八
三
山
福
地
志

V
、
八
金
鳳
叙
記
〉
、
〈
聯
芳
楼
記
〉
、
〈
令
狐



生
冥
夢
録
V
、
八
滑
唐
奇
遇
記
〉
、
そ
し
て
、
〈
翠
々
伝V
、
〈
緑
衣
人
伝
〉
の
模
倣
乃
至
影
響
が
指
適
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
八
牡
丹
燈
記
〉
と
の

関
連
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
ま
ず
「
奇
異
雑
談
集
」
に
八
女
人
死
後
男
を
棺
の
内
へ
引
込
こ
ろ
す
事
V

が
あ
り
、
ま
た
「
勢
燈
新
話
」
二
十
篇
の
中
か

ら
八
聯
芳
楼
記
〉
を
除
く
十
九
篇
の
翻
案
か
ら
成
っ
て
い
る
「
御
伽
稗
子
」
に
は
、
む
ろ
ん
〈
牡
丹
燈
記
〉
が
〈
牡
丹
燈
龍
〉
と
な
っ
て
入
っ
て
い
て
、

後
に
与
え
た
影
響
の
少
か
ら
ざ
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
、
直
接
に
「
勢
燈
新
話
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
都
賀
庭
鐘
の
「
英
草
紙
」
に
は
、
そ

れ
が
〈
紀
任
重
陰
司
に
至
帯
獄
を
断
く
る
話
〉
も
、
ま
た
浅
井
了
意
の
〈
塚
中
の
契
り
〉
も
、
も
と
を
訊
せ
ば
、
八
牡
丹
燈
記
〉
の
流
れ
を
引
い
て
い
る

こ
と
が
、
指
適
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
の
系
列
を
辿
っ
て
行
く
な
ら
ば
、
山
東
京
伝
〈
安
積
沼
〉
、
〈
浮
牡
丹
全
伝
〉
、
〈
戯
場
牡
丹
燈
寵
〉
や
鶴
屋
南
北
の

八
御
国
御
前
化
粧
鏡
V

を
経
て
、
つ
い
に
そ
れ
は
、
円
朝
の
八
怪
談
牡
丹
燈
龍
〉
に
至
る
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
近
世
日
本
文
学
に
お
け
る
「
勢
燈
新

話
」
の
影
響
は
、
〈
牡
丹
燈
記
V

の
系
統
を
ひ
く
作
品
に
最
も
色
濃
く
表
わ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
、

「
現
燈
新
話
」
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
続
撰
書
た
る
「
伝
奇
漫
録
」
に
、
〈
牡
丹
燈
記

V

の
影
響
の
下
に
書
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か
れ
た
短
篇
の
数
が
最
も
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
ほ
と
ん
ど
直
接
の
筋
書
を
も
ら
っ
た
も
の
で
も
、
そ
れ
が
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
読
者
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

証
拠
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
は
、
図
ら
ず
も
二
つ
の
国
の
文
人
の
中
国
の
伝
奇
に
対
す
る
読
者
と
し
て
の
共
通
の
好
み
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

註
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）
回
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主
ロ
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－
1
m
g－o
司
B

ロ
の
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一
ω

匂
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M
R
0
5
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0
E
o
E
・
寸
O
B
O

凶
凶
凶
H
J
1・5
ω
P
日
）
同
Y
E
N
－

z
ω
・

本
塾
の
松
本
信
広
教
授
御
所
蔵
の
「
伝
奇
漫
録
」
四
巻
二
冊
は
、
ま
さ
に
こ
の
貴
重
な
「
庇
碧
家
重
刊
本
」
で
あ
り
、
筆
者
は
松
本
教
授
に
こ
れ
を

借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
本
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
感
謝
の
意
を
表
し
つ
つ
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

ロ
民
－Qロ
問
・
門
官M
E
m－
出m
w
B一
．
ヨ
官
’
z
m
w
B
J
1
似
ロ
－r
t
ω骨
子
ユF
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ヴ
エ
ト
ナ
ム
文
学
史
要
）
出V－z
o－
－s
b

・
－D
E

ロ
吾
時
仲
良
・
回A
U
A戸恒
常
－m
E
E
b。

弘
同
加
の
・
∞

m
w－
・
の
か
p
s
m
∞
も
ま
た
同
じ
く
サ
イ
ゴ
ン
政
府
国
家
教
育
部
よ
り
一
九
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、
国EE
M
g
m
w
H
H

・
叶E
D
m
口
、
吋m
w
H
M
z
z
h

山
口
、
吋
同
ロ
．

荒
川
口
－
w
崎
、
自
制
ロ
－
z
p
N
n
c
oロも

E

吋
仙
同
回
目
立
m
wロ
可
ロ
ユ
ロ
・
］
斗
目
。
ロ
・
－

G
の
阻
止
－m
w
H
H
H
S

℃
・
の
『
払
（
新
篇
伝
奇
漫
録
増
補
解
音
集
注
）
と
記
す
。
こ

れ
は
と
も
に
の
S
3
E
。
ロσ

氏
の
切
開
司
開
。
に
お
け
る
記
述il
E
B
g
o

－
－g
件
。
。
ロ
ロ
旬
月
八
な

a
E
o
p
合
－
u
R
O
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巳
弓
門r
z
m
a合
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